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抄 録
川崎医科大学では，大学連携・産学官連携について様々な取組に参画している。これらのうち筆頭著者が
担当している事業の中で，大学コンソーシアム岡山と倉敷市大学連携推進会議を中心に，ここ１年の活動状
況を報告する。なお産学官連携活動は2016年度に発足した産学連携知的財産管理室が担当しており，その活
動報告は別に紹介する。さらに，国際医学生連盟を介した海外医学生の受入についても報告する。
キーワード：大学連携事業，大学コンソーシアム岡山，倉敷市大学連携推進会議，国際医学生連盟
Abstract
Kawasaki Medical School is participating in various initiatives for university cooperation and industry-
academia-government collaboration. Among these matters, the first author (TO) is responsible for the
following: focusing on efforts to form industrial clusters in Okayama prefecture, the Consortium of
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Universities in Okayama and the Kurashiki Universities Collaboration Meeting. Since the Industry-
Academia Collaboration and Intellectual Property Management Section was established in the 2016
fiscal year, the report regarding this area is omitted from this article. Additionally, we will report on
the acceptance of overseas medical students through the International Federation of Medical
Students' Associations (IFMSA).
Key words: Universities Cooperation, the Consortium of Universities in Okayama,
Kurashiki Universities Collaboration Meeting,
International federation of Medical Students' Association
１．はじめに
川崎医科大学では，種々の対外活動を行って
おり，筆頭著者が2009年度より学長補佐として，
2012年度よりは副学長補佐として携わってきた
活動については，年次報告およびそれらに対す
る考察をまとめて報告してきた1-8)。この間，中
央研究部，研究支援係や国際交流委員会などの
設置と業務の充実が達成され，特に産学官連携
活動については，2016年度より産学連携知的財
産管理室が発足した9,10)。筆頭著者はその室長
も併任しているが，その活動については，別
稿11)で紹介し本稿では割愛する。なお，学生レ
ベルでの国際交流であるものの研修について大
学の教室が担当することになる国際医学生連盟
（International Federation of Medical Students'
Associations：IFMSA）12)を介した学生の受入
についても併せて報告する。
表１に本論文の対象となる産学官および大学
連携活動を挙げる。学校法人川崎学園として特
筆すべきは立地している倉敷市（2015年５月15
日）のみならず総社市（2015年７月24日）・備前
市（2015年９月15日）と包括協定を結んで来て
おり，さらに2017年には岡山市（2017年５月30
日）とも連携協定を締結したことである13)。岡
山市との提携では，医療や保健，福祉分野の人
材育成や災害時の人的支援などが中心となり，
特に2016年12月より移転開院した総合医療セン
ターの存在も重要と思われる。なお，これらは
学園全体の地域連携活動であり，本稿は詳細を
述べるものではない。
また前述したが表１の3-1)～6)に紹介する産
学官連携活動については，その詳細は別稿11)に
て紹介する。その他，表１に掲載する対外活動
について，この１年の進捗を紹介し，考察を加
える。
２．大学連携事業
１）大学コンソーシアム岡山14)
大学コンソーシアム岡山の事業目標，参加期
間等については表２に示す。一昨年設立10周年
を迎え，一期２年の代表校は2016年度から就実
大学になっている。また2016年度から新見公立
大学が正会員として参画し，岡山県内の４年制
大学すべてが会員となった。なお特別会員とし
て，短期大学や津山工業高等専門学校なども参
加しているが，川崎医療短期大学も含めて４短
期大学は入会していない。
既に本報告書の「その７」7)でも紹介したが，
2015年度は10周年記念事業や岡山県と参画大学
との包括連携協定など大きな事業もあったが，
2016年度以降は新たな10年として運営が行われ
ているものの，基本的には参画大学の会費に
よって運営されていることから，特段の新規事
業を展開することもなく現状維持で事業がなさ
れている。
事業のうち表２の3-2)-①共同教育について
3大槻剛巳ほか：川崎医科大学の対外活動：その９
は，2015年度でVOD（Video on Demand）科目
が終了，TV会議システムを用いたLIVE配信授
業は，４大学（山陽学園大学，岡山理科大学，
岡山商科大学および中国学園大学）のみでオム
ニバス授業として残存しているに過ぎない。単
位互換で学生が科目開設大学に出向く授業は継
続されていて，本学は対面式科目の提供のみを
行っている（大学コンソーシアム岡山開設以来
提供をしているものの，受講生はこれまで０で
ある）。3-2)-②の障がい学生支援については，
毎年夏に実施される研修会に筆頭著者あるいは
年度によって学生課などの担当者が参加してき
ているが，2017年は日程の都合もあり参加でき
なかった。ただし2016年４月には「障害者差別
解消法」の合理的配慮規定等が施行され15)，『国
公立の大学等では障害者への差別的取扱いの禁
止と合理的配慮の不提供の禁止が法的義務とな
り，私立の大学等でも障害者への差別的取扱い
の禁止は法的義務・合理的配慮の不提供の禁止
は努力義務』となっていることから，本学でも
ある程度の基盤整備は必要かと考えられる。
表２の3-3)は筆頭著者が委員長を務める社会
人教育事業部であり，有料の市民講座シリーズ
である吉備創生カレッジを展開している16)。表
３に本学からの本稿の対象年度の提供科目を提
示する。いわゆる無料の一般市民公開講座とは
表１ 2016～2017年度川崎医科大学の参画する大学/産学官連携活動とその他対外活動の一覧
１．学校法人川崎学園としての地域連携
１）倉敷市
２）総社市
３）備前市
４）岡山市（2017年５月30日に協定締結）
２．大学連携事業
１）大学コンソーシアム岡山
２）倉敷市大学連携推進会議
３．産学官連携事業（2017年度より大学組織として産学連携知的財産管理室が所掌）
１）吉備地域産学官連携知的財産活用ネットワーク
２）医学系大学産学連携ネットワ クー協議会（medU-net）（センター ：東京医科歯科大学）
３）中国地域産学官連携コンソーシアム（さんさんコンソ）
４）岡山県
① 岡山県産学官連携推進会議
② 県内産業クラスター形成に向けた取組
ⅰ．ミクロものづくり岡山
ⅱ．メディカルテクノおかやま
ⅲ．おかやま生体信号研究会
ⅳ．おかやまバイオアクティブ研究会
ⅴ．メディカルネット岡山
ⅵ．医療機器開発プロモートおかやま
５）岡山県医用工学研究会
６）おかやまバイオアクティブ研究会
７）岡山県企業誘致推進協議会
４．その他対外活動（国際交流委員会所掌事業を除く）
１）国際医学生連盟による海外留学生受入
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異なり，受講生は入会金ならびに各科目で２千
円以上の受講料を支払った上での受講であるの
で人数的には少ないものの，受講は熱心であり，
授業内容もそれに見合うものを求めることが大
学コンソーシアム岡山のスタンスである。本学
提供科目の企画や人選については担当窓口であ
る筆頭著者が行って教員に依頼している。また
大学コンソーシアム岡山の当該委員長として
も，受講生数獲得を目標にするのではなく，大
学の有する（本学の場合には医科学の有する）
多様な学問領域の紹介も兼ねていることを充分
に認識した上での展開を目指しており，実際に
2016年度前期では約1/4～1/5の受講生は新規入
会の方々でもあった。
なお，2017年度前期には，受講生があまりに
も少ないためにキャンセルされた科目が生じ
た。実際は岡山大学の臨床医学系の担当講師で
あったため，通常の大学で教育と研究に従事す
る他の大学の講師とは少し事情が異なる。た
だ，本学の臨床の先生方には，それでも担当し
てくださっていることを改めて感謝する。
表２の3-4)-①の地域貢献については，５年
表２ 大学コンソーシアム岡山の事業目標，参加機関ならびに事業部と委員会
１．事業目標
大学相互の協力と情報交換・地域経済界との交流・地域社会との交流と生涯学習の推進
地域高校との連携・地域創生学の構築・地域発信による国際交流
２．参加機関
１）大学（17大学）
岡山大学・岡山県立大学・新見公立大学・岡山学院大学・岡山商科大学
岡山理科大学・川崎医科大学・川崎医療福祉大学・環太平洋大学
吉備国際大学・倉敷芸術科学大学・くらしき作陽大学・山陽学園大学
就実大学・中国学園大学・ノートルダム清心女子大学・美作大学
２）大学以外
岡山県・岡山経済同友会
３）特別会員（短大および高専）
倉敷市立短期大学・山陽学園短期大学・就実短期大学・中国短期大学
津山工業高等専門学校
４）賛助会員（事業に協賛する高等教育機関等および個人）
現在は登録なし
３．事業
１）岡山県との包括連携協定事業
２）大学教育事業部
委員会 ①共同教育 ②障がい学生支援
３）社会人教育事業部
委員会 ①社会人教育
４）産学官連携事業部
委員会 ①地域貢献 ②就職支援
５）運営委員会（各大学の実務窓口担当教員の会）
６）企画会議（各委員会の正副委員長と大学以外会員の担当者の会）
７）将来構想委員会（運営委員会からの選択委員により全体像や将来像を検討）
８）事務局（２年任期の代表校学内に持ち回りで設置）
5大槻剛巳ほか：川崎医科大学の対外活動：その９
以上継続している「日ようび子ども大学」と「エ
コナイト」が中心になっている。加えて，2015
年度まで，岡山経済同友会主導のボランティア
活動は，以前には4年間東日本大震災被災地の
岩手県大槌町への学生派遣があり，2016年度に
は熊本地震被災地の益城町へボランティア学生
24人の緊急派遣（授業再開に向け小学校の教
室・体育館清掃，運動場の整備など）が実施さ
れた。2017年度は本稿執筆段階では本活動は展
開されていない状況にある。なお，本学学生の
場合はカリキュラムなどの面から参加は適わな
い状況であるが，いずれも認定特定非営利活動
法人アムダ（AMDA，Association of Medical
Doctors of Asia）17)との協力関係に根差してお
り，医療としても災害医療特殊部隊（Disaster
Medical Assistance Team：DMAT）や災害派遣精
神医療チーム（Disaster Psychiatric Assistance
Team：DPAT）などの活動にもつながる面が
ある。また，川崎学園はAMDAとも医療連携
協定を結んでおり18)，こういった報に触れる度
に，何かボランティア活動などを評価する仕組
みを工夫できればと考える。
「日ようび子ども大学」については2017年度
は参画しなかった。例年「ぬいぐるみ病院」の
部活動として出展してもらっていたが，活動の
展開の場は他にもあることで学生諸子にも了解
してもらって非参加とした。開催以来，来場者
が漸増し，2016年度は2,500名を超えた。ただ
し，2016年度は雨天の中の開催であり，会場で
ある岡山県生涯学習センターでは駐車場を併設
されている烏城高校のグランドを利用していた
が，終了後に周辺住宅地の道路への泥の集積や，
グランドの修復が大変な作業であったことな
ど，新たな課題が浮かび上がることになった。
１年間の協議で中止などの意見も委員会では出
されたものの，実際には広報を縮小して来場者
を減ずる方向で対応がなされた。また有料で岡
山駅西口からシャトルバスを運行したものの，
やはり子ども連れの家族は自家用車での来場が
多く，シャトルバスの利用は非常に少なかった。
幸い2017年度は好天に恵まれ，来場者も1,500
人前後となって対応が奏功した面と，天候に
表３ 2016年度後期，2017年度前期および後期の吉備創生カレッジへの川崎医科大学提供科目
科目名 講義年月日(含:予定) 担当教員 所属 内容
2016年度後期
環境と健康：
最近の話題
2016年11月10日
11月24日
12月８日
大槻 剛巳
〃
〃
衛生学
〃
〃
感染症や食中毒
アスベスト研究の社会還元
健康増進住宅の構築
2017年度前期
岡山・新たな
医療の始まり
2017年５月20日
６月３日
５月９日
鎌田 智有
瀧川奈義夫
猶本 良夫
健康管理学
総合内科学４
総合医療センター
院長/総合外科学
市街地からの疾病予防と健康管理
新医療：肺がんに立ち向かう
ここが魅力：川崎医科大学総合医療
センター
2017年度後期（予定）
整形外科における
最新医療
2018年１月15日
１月22日
１月29日
長谷川健二郎
大成 和寛
射場 英明
手外科･再建整形外科学
脊椎･災害整形外科学
脊椎･災害整形外科学
マイクロサージャリー
骨粗鬆症における診断と治療
腰痛症における予防・診断・治療
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よって課題が具現化することがなく，見かけ上
順調な運営であった面が見受けられた。しか
し，イベントのプロモーションをする立場とし
て考えるといくら無料のイベントとしても，課
題の解決法も考慮せず実施に入る姿勢に対して
疑問があり，その解決の方策がないのであれば，
少なくとも本学としてその状況の中で参画する
ことを良しとせずとの判断から，非参加とした。
参画大学では「沢山の子どもたちが来場して楽
しくしているから良い」，「学生たちも楽しそう
にしているから実施したい」という意見は出て
いるが，これらは参画各大学としての事情であ
り，大学コンソーシアム岡山本体が，このイベ
ントの事業主としての責任をどうするかという
こととは別の視点と思われた。また筆頭著者
は，地域貢献委員会委員として現場に参加した
ものの，総合受付には大学コンソーシアム岡山
の事務方が一人控えているだけで，その方も
種々の事情で各大学の催しの場に向かわねばな
らないこともあり，客観的に包括的な責任など
について共催しているとはいえ，岡山県生涯学
習センターの方々に依存していることが強いと
感じざるを得なかった。こういった問題が十分
に解決できないとすると，今後も参画は難しい
かも知れない。
「エコナイト」は，七夕前後にそれぞれの大
学でエコロジーを考えるイベントを展開すると
ともに，共通イベントを実施してきた。川崎医
療福祉大学は例年自学での開催を行い，2017年
度も「七夕寄席」と「大学看板等のライトダウ
ン」を実施したが19)，共通イベントには参加し
ない状況である。川崎医科大学の場合，多くの
学年で１学期の期末試験前であり，また実習中
であること，加えて附属病院の併設もあってラ
イトダウンも能わず，担当の筆頭著者が共通イ
ベントで趣味の音楽を披露することで一応の参
加としてきた。ただし，2017年度は上記のごと
く「日ようび子ども大学」にも参画しなかった
こともあって，「エコナイト」共通イベントにも
非参加とした。「エコナイト」は2016年度から
奉還町商店街の土曜夜市との共同開催となり，
イベントとしての参加者も増多して活発な活動
になったが，当初の「エコ」に重きを置いたイ
ベントというより，夜市の催し物的な印象が強
くなってきており，これもまた本学の今後の参
加は難しいかも知れない。
大学コンソーシアム岡山の設立時は，地域に
おける大学連携支援事業あるいは教育の連携に
ついて国からの補助金が助成されていた時期で
あった。しかし，ここ数年は「地（知）の拠点
大学による地方創生推進事業（COC+）」20)など
の事業に表されるように，文部科学省による補
助金の動向も変化してきており，これは政府の
大きな方針の一つとして地方創生が挙げられて
いることによると思われる。そのような流れか
ら，今後も国としての方針，国が大学に求める
事業体系については，刻々と変化する可能性も
秘めている。そういった流れの中で10年以上を
経過した大学コンソーシアム岡山が助成金など
を受けずに，大学の会費収入のみで展開する事
業には限界がある。本学とは関連が薄いが，就
職支援委員会や障がい学生支援委員会などが展
開する合同企業説明会や研修会は，他県の大学
コンソーシアムにない稀有な事業となってお
り，県内全体を鑑みるとそれでも連携組織を有
していることの意義は在すると考えられる。
なお，岡山県との包括協定のもとに，岡山県
のホームページの中に「岡山県大学ガイド2018」
がPDFで掲載され21)，本学も紹介されている。
また，各大学ウェブへのリンクも貼られている。
しかし，県のトップサイトから「組織で探す」
＞「県民生活課」＞「県民生活交通課」に入っ
て，「関連情報」にアップされているに過ぎず，
「岡山県大学ガイド」というタームで検索しな
いと到底辿り着けないような状況あるのは，や
や寂しいところである。
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なお，現在大学コンソーシアム岡山では法人
化の問題，あるいは医学部等では無縁であるが，
例えば会員である岡山県経済同友会の構成メン
バー（企業の役職者）との包括協定に基づいた
招聘講師の選択などのプラットフォーム構築の
是非などの課題が表出しており，将来構想委員
会で検討を進めている。法人化については前向
きな意見が多いが，講師招聘については，これ
まで同様の展開を既に実施してきた大学では，
相当の努力で実現していることであり，新規に
展開を希望する大学であっても安易な途に走ら
ずに各大学で講師の招聘のための努力を惜しむ
べきではないとの意見や，経済同友会側でも講
師として活動可能な人材も有限であり，十分な
対応はできそうにないなどの問題点が挙がって
いる。
２）倉敷市大学連携推進会議
表１，2-2)の倉敷市大学連携推進会議22)も既
に６年目に入った。主たる活動はライフパーク
倉敷での各大学からの無料市民公開講座である
が，その他，本学とは直接関係がないもののイ
ンターンシップ事業（主として倉敷市役所での
体験など）や，倉敷市保健所からの自殺に対す
るゲートキーパー養成の情報開示などの展開が
行われている。
本学も設立当初から講座を提供している。こ
ちらは大学コンソーシアム岡山の吉備創生カ
レッジと異なり無料であることもあって，受講
生数は十分に多い（30～60名前後）。表４に
2016年度と2017年度の予定を含む提供講座を紹
介している。2015年度からは直接運営に関与す
る倉敷市企画経営室の要請もあり，ライフパー
ク倉敷への来場が難しい市民に向けて，市内の
公民館や図書館などを会場にする開講を実施し
た。2015年度には真備図書館からの要望によっ
て，当館で実施し好評に終了できた。2016年度
はライフパーク倉敷でのシリーズ講座ととも
表４ 2016年度から2017年度にかけての倉敷市大学連携講座への川崎医科大学提供科目
科目名 講義年月日(含:予定) 担当教員 所属 内容
2016年度
がんと闘う
外科医たち
環境と健康※
2016年９月21日
10月18日
11月30日
12月04日
2016年12月22日
2017年１月19日
２月16日
吉田 和弘
野村 長久
宮地 禎幸
中田 昌男
大槻 剛巳
〃
〃
総合外科学
乳腺甲状腺外科学
泌尿器科学
呼吸器外科学
衛生学
〃
〃
消化器がん～たゆまぬ努力～
｢乳がん｣～健診･手術,そして薬物療法
｢腎細胞がん｣について,泌尿器科領域の｢がん｣
肺がんに挑む－呼吸器外科のこれまでとこれから－
食中毒や感染症～ジカ熱やデング熱も含めて～
アスベストなどの繊維状物質の健康影響と,その対策
住環境からの健康影響から健康増進住環境へ
2017年度
生活習慣病
を含めた高
齢者の健康
について
2017年９月29日
10月26日
11月28日
12月22日
高尾 俊弘
山本 直子
下田 将司
佐藤 稔
久徳 弓子
健康管理学
附属病院健康管理
センター (保健師)
糖尿病･代謝･内分泌内科学
腎臓･高血圧内科学
神経内科学
⑴血圧が気になる方へ
～知っておきたい予防と改善～
⑵意外と知らないお酒とタバコの話
防ごう糖尿病！保とう若さ！
慢性腎臓病と高血圧の深い関係
知ろう！防ごう！認知症
※：倉敷市との企画で出前授業形式で，船穂・玉島・児島の公民館で実施
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に，筆頭著者が出前講座を実施することとした
が，出先公民館からの希望ではなかったこと，
加えて各地の公民館には多くのイベント案内が
掲載されていてそれらの中で埋没してしまった
可能性があること，そして試みとしての実施で
あったため筆頭著者が科目提供したものの講義
内容が一般市民の興味を惹かなかった可能性も
あり，ライフパークで展開する講座に比して
1/3～1/4の受講生となってしまった。その反省
を受けて，2017年度はライフパークでの展開の
みとし，改めて一般市民の興味が高いであろう
生活習慣病を講座のテーマとすることにした。
なお，倉敷企画経営室では受講生増に向け，講
師が提示した講義タイトルなども相談の上で，
より興味が惹かれるように対応するなどの努力
をし，2017年度からは各講師に予め面談を申し
込み，顔を知ること，そして内容について協議
するなどの労力を費やしている。その姿勢は評
価できるものであり，今後とも有効な協力関係
を保ちたい。ただし，吉備創生カレッジでも同
様であるが，リピーターである受講生の占める
割合がニューカマーに比べて格段に多い現実も
あり，こういった点については解決に対する妙
案がないのが現実である。さらに，科目提供側
の大学でも適切な人材には限りがあり，動もす
れば講座内容が過去の提供科目と重複するケー
スも出てきており（本学でも然りである），継続
性と発展性の両者を満たすことの難しさが，少
しずつ表出してきた印象もある。
なお，2015年度までの３年間「地域に飛び出
す学生支援事業」が展開され，本学では初年度
に「ぬいぐるみ病院」，２年目は「合唱部フェッ
セル」，３年目には「Jazz研究会」と「折り紙同
好会」が助成を受けることができた。本支援事
業は2015年度で終了したが，自治体の展開する
類似の事業情報などを収集しながら学生の活動
を支援していきたい。しかし，カリキュラムと
の関係で，本学の学生が十分に対峙できない事
業等も多く，なかなか難しい印象も受けている。
３．その他の対外活動（国際交流委員会所掌事
業を除く）
１）国際医学生連盟による海外留学生受入
本稿では毎回，その他の対外活動の中で
IFMSA12)を介した学生国際交流について触れ
ている1-8）。ただし，2015年度よりは国際交流委
員会が設置され，多くの国際交流事業が展開さ
れており，また学園としての英国・オクスフォー
ド大学のグリーンテンプルトンカレッジとの交
流事業も継続されている。
IFMSAを介した国際医学生交流は，本学で
は2009年から始まった（表５）。2017年度には
本学から出向いた学生はいなかったが，スペイ
ンから２名の女子学生が来学した。IFMSAの
制度として医学研究での留学ということで，当
初の窓口として本学では衛生学が受入研修教室
として担当した（当初は筆頭著者がESSの顧問
をしていたためである）。また，ここ２～３年
は学生間交流としての短期留学を優先させ，教
室としては昼間の研究の研修見学を例年，筆者
の李を中心に担当し，週末や放課後の時間帯は
可能な限り学生間での交流に費やしてもらう体
制としている。2017年度もESSの学生が中心と
なって，種々の交流を試みた。ただし，最近は
既に本国で臨床実習なども終了した学生も多
く，医学研究のみならず臨床の現場の見学を望
む者も多い。
本来，学生間交流制度ではあるが，研究ある
いは臨床にしても大学の教員が昼間は対応せざ
るを得ない。大学として本制度を利用して学生
が短期留学に出向く，あるいは来日した医学生
との間で連携を深めるということに意義がある
と考えるのであれば，来日医学生の昼間の臨床
あるいは基礎研究などの見学実習については，
大学として向き合う，すなわち，国際交流委員
会などが中心となって，来日学生の事前の希望
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表５ 国際医学生連盟（IFMSA）を介した本学学生の短期留学と海外学生の受入
川崎医科大学学生の留学
年度 氏名 留学先大学 国名
2009 井川 京子（M３） エラスムス大学 オランダ王国
2012 奥井 侑里（M４） イエナ大学 ドイツ連邦共和国
2013 小暮 祐太（M３） マドリード・コンプルテンセ大学 スペイン王国
古澤 航平（M２） ペルアナ・カジェタノ・エレディア大学 ペルー共和国
2014 香川 元伸（M３） ジェラール・バヤル大学 トルコ共和国
2016 平光 俊貴（M３） ルーヴェン・カトリック大学 ベルギー王国
川崎医科大学での受入
年度 氏名 所属大学 国名
2009 Mr. Johannes Sets ウィーン大学 オーストリア共和国
2011 Mr. Maximillian Makus Kremer インスブルック大学 オーストリア共和国
Ms. Micaela Liliance Rea Tobler ベルン大学 スイス連邦
Mr. Michal Fiser チャールズ大学 チェコ共和国
2013 Ms. Jitka Šlehoferová プラハカレル大学 チェコ共和国
2014 Mr. Dani Zalem イエテボリ大学 スウェーデン王国
2015 Ms. Linda Al-Hassany エラスムス大学 オランダ王国
Ms. Valentina Marinović ザグレブ大学 クロアチア共和国
2016 Ms. Laura Leinonen トゥルク大学 フィンランド共和国
Ms. Aliya Sayfullina バシキール州立医科大学 ロシア連邦
2017 Ms.Maria Sanz Codina ロビラ・イ・ビルジリ大学 スペイン王国
Ms.Paula de Valle Gomez マドリー ド･コンプルテンセ大学 スペイン王国
に可能な限り合致するように，臨床・基礎を含
めた各教室との連携についての手続き窓口業務
を行うということも一つの方策かも知れない。
おわりに
筆頭著者が主に関わっている川崎医科大学で
の対外活動について，この１年間の状況を報告
した。産学官連携については産学連携知的財産
管理室の発足により本稿からは省いた。また大
学コンソーシアム岡山での二つのイベントに参
加しなかったこともあって，倉敷市大学連携推
進会議も含めて大きな課題に対峙すべき場面も
なく，目立った変化は見られなかった。
川崎医科大学の対外活動には，産学官連携に
ついては，知財管理などの面も加わることで，
本来なら教員および事務方にも専任者が居るこ
とは望ましいことと思える。その面を除くと大
学連携事業は，現状でも十分対応は可能と思わ
れる。
ただし，大学連携などに関して国の方針が現
状のような地方創生への即戦力を大学で育成せ
よといった目標に終始するとなると，医科単科
である本学は県内大学連携として十分に関与す
ることは難しいと思われる。それでなくても，
卒前卒後の良医育成の中でも，国際認証や改訂
版医学教育モデルコアカリキュラム23)における
課題，それにまつわる医学教育における
outcome-based education（OBE）の充実，大学
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組織としてのPDCAサイクルの展開の充実など
も必要である上に，診療と研究では倫理や利益
相反の問題にも落ち度なく対応しなければなら
ない。また卒後教育では専門医制度の新たな展
開が，臨床系では2018年度から始まり24)，社会
医学系専門医制度は，2017年度春から既に走り
出している（本学のプログラムも認定されてい
る）25)。こういった状況で，医科単科の大学が
地域貢献も含めた地方創生の役割を担うのは，
やはり医学医療への貢献であろう。2017年の夏
には，厚生労働省が「地域枠」入学制度につい
て地元出身者に限定する仕組みを固めた報道も
あり26)，本学ではこういった方針に対する対策
にも向かい合うことも必要になってくるが，現
在の地域枠推薦入試が概ねそういった形式を
取っているのであろうか。しかし，医科の教育
で，こういった課題が山積する中で，学生にとっ
ても厳しいカリキュラムは，県内の大学連携に
対して，現状以上に深くコミットするのは，か
なり困難な部分もあろうかとも感じられる。と
はいえ，川崎学園としても地域との包括協定な
どを締結しているので，岡山県，そして倉敷市
に根ざした高等教育機関として責務が生じるな
ら，そこから目を背けることなく対応もしなけ
ればならないとも思える。更に願わくば，教員
あるいは事務方も含めた人材の拡充も適えば一
層の充実が図れるとも思われることを記載し
て，稿を終える。
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